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い活動性の表れでもあるかのように思えたのである」（須沢 247 頁；原文 Edith Stein, 
Be i träge zur phi losophischen Begründung der Psycholog ie und der 


































る．まさに「愛を伴う信仰的な物の見方」（『信仰の光』第 20 項，26 項，27 項，28 項，
29 項，30 項，31 項，60 項）をイエス＝キリストに支えられて遂行することがキリ
スト者の生き方に他ならない．
　エディット・シュタインの思想を過去の人物として歴史的に学ぶだけではなく，む
しろ，今の私たちの生き方に影響を与える活きた相手として理解し直すことで，私た
ちは以下のような感慨をいだくことが出来るはずである．エディット・シュタインの
地上でのいのちは終わったが，その志は決して死に絶えることがないばかりか，むし
ろ，常に私たちの心に寄り添って励ましを与えてくれる彼女の想いが，今日も確かに
迫ってくる． （阿部仲麻呂）
